
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

■各地域での交通安全啓発の様子 

 
 
 
 
 
 
 

 
（５/１１ 北区 合同街頭啓発）     （５/１１ 厚別区 早朝啓発） 

 

 
    ●春の交通安全運動期間における交通事故発生数と死傷者数 

  発生数 死者数 傷者数 

H18.4/6～15 257 0  311 

H19.5/11～20 216 0 265 

増   減 -４１ ０ -４６ 

 
 
 

 ～昼間点灯で交通事故を減らしましょう！～ 
★デイライトの効果・・・・・ 

  デイライトとは自動車運転中に、昼間からライトを点灯することをいいます。  

ドライバーが「ライトのスイッチを入れる」という動作を通じて自らの交通安全意識 

を高め、他の運転者や歩行者等にも交通安全を呼びかける効果が得られます。 

それと同時に、ライト点灯車両の存在や位置等を相手に認識してもらうことにより、 

交通事故の防止を図ります。 

 

 

 
 
 
 
 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

「子どもと高齢者の交通事故防止」、「スピードの出し過ぎによる交通事故防止」、「飲酒運転の追放」、

「自転車の安全利用の推進」、「後部座席を含むシートベルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底」

を重点に各地で様々な交通安全の取組みが行なわれました。 

交通事故防止はみなさん一人ひとりの普段からの心がけがとても重要です。 

今後とも交通事故防止のため、引き続きご協力いただけますようお願いいたします。 

交通事故発生数・傷者数

ともに昨年に比べ減少しま

した！ 



 

 

 

 

 

かけがいのない子どもたちの命・・・・ 

みんなで守りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ドライバーのみなさまは・・・・・・      ●歩行者のみなさまは・・・・・・      

      ・右左折や発進のとき周りを            ・横断歩道を渡るとき 

             目
アイ

（愛）で確認！！           運転手の目
アイ

（愛）を見て渡る！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 21 日（月）、豊平区にて、横断歩道を青信号で横断中の児童が、トラックにはねられ死亡

する交通死亡事故が発生しました。 

 また、15日（火）にも北区にて児童３名が、横断歩道を青信号で横断中にダンプカーにはねら

れ重軽傷を負う事故が発生しております。 

 札幌市では今年度、子どもたちが交通ルールを正しく守っていながらも防ぐことのできなかった

交通事故が多数発生しており、子どもたちだけではなくドライバー側の大人も安全に対する意識を

より一層高めていく必要があると考えます。 

 かけがえのない子どもたちを交通事故から守るためにも、日頃から交通安全意識を高めていただ

きますとともに、交通安全についての話し合いの場を家庭や職場などでも設けてくださいますよう

お願いいたします。 

  自転車に乗る機会が増えてくるこの時期から

自転車による事故が急増します。 

  自転車と歩行者の衝突事故など、自転車事故を

抑制し、利用者のマナーの向上と交通ルールの尊

守を図るため、５月１日から１１月３０日までの

７ケ月間、サイクルセーフティキャンペーンを実

施しています。 

  自転車に乗る時は、交通ルールやマナーを守

り、相手の立場に立った思いやりのある運転を心

がけましょう。 

 ～安全に自転車を乗るために～ 

・信号や一時停止等の標識を守りまし

ょう！ 

・夜間はライトを点灯しましょう！ 

・交差点では安全確認を怠らないよう

 にしましょう！ 

・二人乗りや携帯電話を使用しながら

の運転はやめましょう！ 

・歩道は歩行者優先です！ 

・飲酒運転は厳禁です！  


